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マ中で、炭素のバルマー α線の増幅を観測し利得係数2.8cm -1 を得た。利得係数の空間分布を測定し，
半径約 1 rnrnの断面を持つ増幅媒質の生成を観測した。また，流体コードと原子過程コードを結合したシ






第 5 章は結論であり，第 4 章までに得られた成果を総括しているO
論文審査の結果の要旨












行なった 2 台の分光器により自然放出光の強度計測を行ない炭素のパルマー α 線(182Å) の利得係
数2.8cm -1 を求めている O また，プラズマの電子温度，密度を連続スペクトル，サテライト線等を用い
て計測し反転分布生成条件が満たされていることを確認しているO さらに反転分布の発生領域をも計
測し，シミュレーションとの比較検討を行ない，シリンダー内に閉じ込めたプラズマは広い断面積(半
径O.75rnrn) を持つこと，またシミュレーションとの比較により，約 8 ns の長時間にわたり増幅媒質とな
る可能性があることを示している。
後者の実験では，ナトリウムとマグネシウムのパルマー α線 (54Å と 45Å) についても同様の計測を
行ない，それぞれの利得係数 C2.0cm -1 と 3.0cm-1) を求めているO ナトリウムのパルマー α 線について
は，非常に近接する他の線スペクトルとの重なりの除去を行ないスペクトル線の正確な強度三訓面を行なっ
ている。本実験においても利得係数の時間変化や電子温度，密度の計測を行ない，自然放出光の増幅
特性を明らかにしている。観測した45Åの波長は，生体観測応用が期待される23--44Åのウォーターウ
インドウ領域にせまるものである。
以上のように，本論文は，レーザ一生成再結合プラズマにおける反転分布生成過程と自然放出光の増
幅特性を明らかにしたものであり，軟X線レーザー研究に寄与するところ大である。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認めるO
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